
桜川筑西IC

北関東自動車
道

笠間西IC

行 事

４月中旬～５月中旬
４月２９日～５月５日
８月中旬
１０月中旬～１１月下旬
１１月初旬

美術館

○茨城県陶芸美術館　笠間市笠間2345　℡ 0296-70-0011
　　9:30～17:00　月曜日(祝日の場合その翌日)・年末年始は休館
○笠間日動美術館　笠間市笠間978-4　℡ 0296-72-2160
　　9:30～17:00　月曜日(祝日の場合その翌日)・年末年始は休館

JR水戸線　 笠間駅 
＊JR水戸線笠間駅から起終点の石寺へは公共交通機関
がありませんので，タクシー利用となります。

　

　

ダイヤ等問合せ先　JR東日本(050-2016-1600)

関東ふれあいのみち

焼き物と
　お稲荷さんへのみち

茨城県 県民生活環境部 自然環境課
〒310-8555　茨城県水戸市笠原町978-6　℡ 029-301-2946

笠間市 市民生活部　環境保全課
〒309-1792　茨城県笠間市中央3-2-1　  ℡ 0296-77-1101

ここに記載した情報は，変更等の可能性がありますので，利用される場合は事前に確認
をお願いします。

茨 城 県

石寺～笠間駅

笠間稲荷神社

4 焼き物とお稲荷さんへのみち

関東ふれあいの道は，

首都圏に残された美しい自然や歴史遺産などを’’みち’’で結び，

首都圏を一周する長距離自然歩道です。

茨城県内のルートは，常陸大宮市の御前山県立自然公園，笠間県立自然公園，

水郷筑波国定公園や筑波研究学園都市を経て，稲敷市に至る延長約255kmで

18コースにより構成されています。

家族や友人と一緒に歩いてみませんか。

　
笠間焼

　安永年間（1772～1781）に滋賀県の信楽焼の技法を取りいれ製造した
のが始まりといわれています。 その後， 嘉永年間（1850年代）に栃木県益
子地方にその製法が伝わり，益子焼が始まりました。 伝統的な笠間焼は，手
作りのあたたかさと渋味が特徴ですが，現在，200名を超える作家が，伝統
技法を受け継ぎながらも，自由に作陶を行っています。作家の個性の光る笠
間焼は，市内各所のギャラリーやショップで扱われています。手びねりやろ
くろ等の陶芸体験のできる施設もあり，作陶の楽しみを味わうことができま
す。

佐白山
　鎌倉時代に笠間時朝が笠間城を築いたといわれています。 現在，頂上付近
の城跡には豊城入彦命などを祀った佐志能神社があります。 山頂近くの南面
には石倉と呼ばれる展望のすばらしいところがあり，筑波や加波の秀峰を一
望におさめることができます。  

弥勒堂

　鎌倉時代の宝治元年(1247)笠間時朝に
よって寄進された国指定重要文化財の木
造弥勒仏立像の収蔵庫をかねて建設され
た，三間四方のお堂です。

このみちは･･･

　笠間駅と石寺を起終点とするこのコースは，古くから焼き物や門前町として
栄えた笠間地区や， 郊外の田園地帯をめぐる延長約13kmの一般向けの歩道
です。
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［このコースに関するお問い合わせ］

●野の花や木は、自然の中でこそ美しいものです。自然のままで残しましょう。

●歩きながらの「タバコ」はやめましょう。火の元には十分注意しましょう。

●自分のごみは自分で持ち帰りましょう。

●案内板や標識はみんなの道しるべです。大切にしましょう。

●交通の不便なところがあります。あらかじめよく調べておきましょう。

○ストーンフェスティバル【笠間芸術の森公園】

○つつじまつり【笠間つつじ公園】
○陶炎祭（ひまつり）【笠間芸術の森公園】
○笠間のまつり【笠間稲荷神社周辺】
○菊まつり【笠間稲荷神社他】

つくば

　笠間稲荷神社

　日本三大稲荷のひとつで，白雉２年（651年）の創建といわれています。 祭神
は宇迦之御魂神で五穀豊穣，商売繁盛，招福の神として年間を通して多くの参
拝者が訪れています。  国指定重要文化財の本殿は文久元年（1861）に建造
され，後藤縫之助，弥勒寺音八，諸貫万五郎によって彫刻がほどこされまし
た。
　また，10月中旬～11月下旬にかけて境内を中心に行われる笠間の菊まつり
では，見事な菊人形や菊花壇などが飾られ，参拝者の目を楽しませてくれます。

うかのみたまのかみ

はくち

さしのうとよきいりひこのみこと
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